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JARL香 川クラブ創立四十周年記念誌

塁兄日本アマチュア療線建盟
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JARL香川クラブ創立30周年記念

こんびら宮例大祭 (10月 10日 )
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JARL香 川クラブ創立40周年記念ごあいさつ

JARI」 香川クラブ

会長 JA5AHM 天 野 英 弘

JARL香 川クラブは、198`8年 10月 で創立40周年を迎えることがで

きました。これは諸先輩の永年にわたるご努力とアマチュア無線に対する情熱

また会員相互の協力の賜物であり、心から感謝申し上げます。その足跡はク

ラブ創立以来休むことなく定期的に発行された「JARL香 川クラブ報」に記

され、その集大成として、このたび240号 を40周年記念誌として発行する

ことができました。

全国に数あるクラプの中でも最も古い歴史と伝統をもつ、わがJARL香 川

クラブは、地域の中心的存在であり、豊富な人材を各種のアマチュア無線活動

の重要ポストの役員として多数送り出しており、40年の歴史の深さを感じさ

せます。

本年4月 には、人類の英知を結集し、9年半の歳月と1兆 1千億円の巨費を

投じた瀬戸大橋が開通し、瀬戸大橋博'88四国では特別記念局8J5XPO

の開局運用、5月 にはJARL第 30回通常総会が香川県で開催され、私達ア

マチュア無線家にとっては歴史に残る記念すべき年となりました。

情報化、国際化の新時代を迎え、社会的にもアマチュア無線人口の増大とと

もに、その責務はなお一層重くなって来ております。 .

私達は、この創立40周年を新しい出発点として、諸先輩の築いた輝かしい

伝統と実績の上に更に新しい一ページを加えるため、ますます努力を重ねる決

意であります。皆様の一層のご理解、ご支援をお願い申し上げます。
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ネ兄 舌幸 JARL香 川クラブ創立 40周年によせて

(社)日本アマチュア無線連盟

会長  原 昌三 (JAlAN)

JARL香 川クラブがこのたび創立 40周年という,記念すべき時を迎えられまし

たことに,心からお祝い申し上げます。

貴クラブは,多 くのアマチュア無線のクラブにあって,有数の歴史を有しておられ

種々の活動におきましてもめざましい活躍を続け,われわれ日本のアマチュア無線界 _

の発展に尽 くして来られました。アマチュア無線の再開以前の時代からクラブを設立

維持発展させ,今日の隆盛を築かれましたメンバーの方々のご努力に対し,深 く敬意

を表する次第です。

また, JARLの飛躍的な発展につきましても,四国エリアの有力なクラブとして

長年尽力いただきました皆様方のご努力が大きな力となっており,今年当地で開催さ

れました瀬戸大橋総会においても尽力いただくなど, ここに感謝申し上げる次第です。

わが国のアマチェア無線は,手作りで何とか電波を出したいという時代からスター

トし,皆様のたゆまないご努力により,デジタル通信・画像通信そしてもっとも高度

な技術を要する衛星通信など,様々な通信方式の発展をみるにいたりました。これら

の新技術を広 く後輩にも伝え,さ らに楽しく有意義なアマチュア無線の世界を創造す

るためには, これからもお互いがより大きな熱意をもってこれに取り組むことが大切

だと存じますが,各位におかれましてもますますのご活曜を期待しております。

最後に,貴クラブがさらに素晴らしい歴史を積重ねられ,今後とも一層発展されま

すことを祈念いたし,私の40周年のお祝いとさせていただきます。

|｀
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t兄   番幸

JARL香 川県支部長 越智 緊彬
伝統あるJARL香 川クラフの創立 40年 まことにおめでとうこさいます。
一口に40年 と言いますが、これだけ長期にわたって今なお活発に活動しているク
ラブは、日本広しといえども「香川クラブ」以外に :ま 無いと思います。

先日偶然にも昭和 20年代の四国新聞を聞覧する機会があり、「メンソレータム」
などの広告に交 じって、「待望のュニオ兼用蓄音器発売」とか「良く鳴る二三セ虫

真空管」などの紙面を見て随分と懐かしい感じがしたことがありました。

私自身この時代には、BCLや SWLを 盛ん |こやっていた時期でもありました。
ところてこの 40年間のアマチュア無線界の発展・隆盛は、一般の予想を :ま るか

に越えるものがあり、日本 :ま世界一のハム人口を抱える普及国となりました。

ハム界も電信 。電話に加えて、FAX,ATV,SSTV,Packetや 衛星通

信などと多様化し、使用周波数の範囲もますます拡大の一途を辿っています。

しかし一方ではバンド・モー ドの拡大が、アマチュア局相互のコミユニケーシヨ

ンを悪 くしているという事実も否定出来ません。′ヽンド・モー ドごとのグループ化

が進行し、それぞれのグループ間でしばしば トラブルが発生しているのは周知の通

りてあります。

本来アマチェア無線家同士は、同 じ趣味を持つ仲間でありお互い情報交換をしな

がら技術を高め、ますます友好を深めてゆかな lすればならないと考えます。

この様な時代 :こ於いて総合的なクラブの果たす役割がより重要である事については、

議論の余地 |ま ありません。

JARL会 員のコミュニテイ・プラザとして、あるいは香川県支部の JARL登 録

クラブのリーダーとして「香川クラフ」の役割は、一段と重要なものがあります。

アマチェア無線界のますますの発展と「香川 クラブ」会員諸兄のご健康と、今後

のご活躍を祈念してお祝いの言葉といたします。

(JA51QD)
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昭和23年10月

JARL香 靭 軍1ク ラ ブ 40」 鋼
「

のあ ゆ ど>

香川クラブ結成 初代会長 岡本良雄氏就任

NHK高 松放送局に20余名参集く大塚 (JA5AF),大田 (JA5AG)

山下 (JA5Al),岡本 (exJ4EA),梶 ,石川,北谷氏等
>結成す。

受信機製作コンクール実施 ?(提出しない者には罰金百円
!)

2代日会長 JA5AG 大田 等 氏

国試 第 1回目 (JA5AD),第 2回日 (JA5AF, CP)実 施

国試 第 3回目 (JA5AA,AB,AG)実 施
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37.  4

IJA5AA,AB,AD,AF,AG本 免

IJARL四 国支部結成へ (JA5AB宅に 5名集
まる)

:小豆島
へ 1泊 ミーティングに (米は各自持参)

i3代日会長 JA5AL 平田 正幸 氏

クラブ創立 10周年記念

4代日会長 JA5AG 大田 等 氏

JARL認 定制度開始

クラブ員 80名を越すため分離し,中讃地区に自扇クラブ誕生

ハム大学講座開講 (4月 期国試準備のため2カ 月間)

3 aJARL四 国支部大会 高松市で盛大に開催

4 136年 度四国支部事務を香川クラブで担当

4 1日赤香川県支部無線室にJA5RL局 開設

4 香川県初のYLさ ん クラブより2名国試に合格

クラブ初の公開実験実施 (日赤センターを本部
に)

東讃地区に讃岐クラブを分離誕生させる

アマ局にオールバンド開放

クラブQSO用 に50.5MHz使用決定

夏期ハム大学を開講 (10月期国試準備のため2カ 月間 )

会費改正 (年間 局長 200円, SWL150円 )

4

4

6

7

高松の空に初の144MHz(FM,AM)の 波出る!(JA5FI～
CH)

ハム再開 10周年記念 (JA5で JA5AA,AG本部表彰)

クラブ初の非常通信訓練実施 (50,3.5MHz使用)

JARL四 国支部大会 高松市で開催

クラブ創立 15周年記念 記念コンテスト実施,記念品配布

38年度予算 11, 795円 也
1 4 4MHz電波 海を渡る (JA5FI～ JA4ASS間 )
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クラブチャンネルに 145.00MHz決定

年忘れQSOパ ニティ実施
39年度予算 13, 105円 也
技術講習会開催 (ト リオ後援)

香川県非常無線通信協議会に加盟

四国で初の臨時国家試験 高松市で実施
(電話級 受験者184名 ,合格者98名 )
JA5FTtt SSB運 用開始 (ク ラブ初)
第 1回クラブ年越コンテス ト実施

40年度予算 19, 985円 也
電波の日 移動公開実験実施
1 4 4MHzによる県内電波伝ばん実験実施

第 2回クラブ年越コンテスト実施

41年度予算 26, 022円 也
徳島クラブと合同ミーティング 県境にモービルで 40名参加
第 3回クラブ年越コンテスト実施

42年度予算 86, 722円 也
電波の日 クラブ員放送電波にのる
四国で初の養成講習会 高松市で実施 (ク ラブ協力で)
クラブ局  『 JA5YDE』 開局・運用開始
香川クラブ NHKテ レビに出演
第 4回クラブ年越コンテス ト実施

クラブ創立 20周年記念行事 アブードの発行 (SETO賞 ,

WAO/MM賞 ),第 1回アクティブコンテスト実施
43年度予算 63, 985円 也
四国初の電信級移行選抜テス ト実施 (受験者44名 ,合格者40名 )

第 5回クラブ年越コンテス ト実施

四国初の電信級移行講習会実施 (高松市)

JA5F1 4 3 0MHzテ レビ開局 (オール自作 !)
SSB技術講習会 (ト リオ後援)開催
JARL四 国支部大会 高松市で開催
四国支部事務を香川クラブで担当

44年度予算 85, 136円 也
会費改正 (年間,局長300円 ,S W L200円 )
5代日会長 JA5AB 田中 実 氏
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JA5AG大 田 等氏を名誉会長にすいせん
第 2回アクティブティコンテスト実施 (年間コンテス ト)

第 6回クラブ年越コンテス ト実施

45年度予算 44, 937円 也
第 3回アクティブティコンテスト実施 (年間)

香川クラブ RNCテ レビに出演
46年度予算  62■ 260円也
第 6代日会長 JA5AG 太田 等 氏
電話級養成講習会 高松市で実施
第 7回クラブ年越コンテス ト実施

47年度予算 54, 511円 也
第 7代日会長 JA5MG 稲毛 章 氏
第 4回アクティブティコンテス ト実施 (年間)

ハム再開 20周年記念式典が東京で開催 (JA5AF,鵬連盟表彰)
JARL香 川県支部発足 香川クラブで事務局担当
香川県支部長に JA5AG 太田 等氏 就任
ハム再開 20周年記念パーティ開催

第 8回クラブ年越コンテスト実施

香川県アマチュア無線赤十字奉仕団結成

クラブチャンネル 145。 08MHzに変更

会費改正 (年間 局長 500円,SWL 350円 )
48年度予算 74, 267円 也
フィール ドミーティングは早明浦ダムヘ

クラブ創立 25周年記念コンテス ト実施 (全国的にCW,FONEで )
香川クラブ・ミーティング NSBラ ジオで放送
電話級養成講習会 高松市で実施
クラブ創立 25周年 記念クラブ報 No。 150号発行 ("0部 )
記念品のタオル配布

県支部主催第 1回香川マラソンコンテスト実施,ク ラブ員多数入賞

49年度クラブ予算 67, 107円 也
クラブ会長 JA5MG 電波の日に四国電波監理局長表彰
電話級短縮講習会開催 (ク ラブ協力)

第 1回 FOXハ ンティングを高松市中央公園で実施
50年度予算 83, 081円 也
鷲羽山で児島・倉敷クラブと合同ミーティング (40名 )
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第 2回 FOXハ ンティングを成合町河川敷で実施
秋の移動ミーティングは紅葉の別子ラインヘ

電話級短縮講習会をクラブ協力で開催

2m技術講習会開催 (ト リオの協力でナロー化,他 )
51年度予算 942 577円 也
会費値上げ ! 年間1,000円に (家族は 300円 )
香川クラブの様子をNHK― TVで放送
ジャンク市を香東川河川敷で 2日間盛大に開催

香川県総合防災訓練に参加

第 3回 FOXハ ンティング開催
県支部主催ソフトボール大会に参加

倉敷クラブと五色台で合同ミーティング開催

2m技術講習会開催 (ナ ロー化対策)
恒例の忘年会盛大に開催 (高松電信電話会館)

倉敷クラブと倉敷市で合同ミーティング

クラブ創立 30周年記念コンテス ト実施
クラブ創立 30周年記念QSL作成 。配布
クラブお揃いのユニホームも完成

香川マラソンコンテス ト今年も盛大に実施.ク ラブ員多数入賞
クラブ創立 30周年記念誌 (No。 180号)発行
フィール ドミーティングで 岡山市 “2001博 "見学ヘ
54年度予算 121, 378円 也
交通安全 フォックス&ラ リー実施
『高松市趣味協会』に入会, 活動分野拡げる
秋のフィール ドで 大窪寺ヘ

55年度予算 158, 090円 也
会費 年間 2, 000円 に値上げ, 郵便振替口座開設
マイコン講習会を市民文化センターで開催

高松市市制 90周年記念QSLカ ード作成配布
フィール ドミートでJARL第 22回通常総会 (吹田市)ヘ
JA5RL/5 記念局を市立ヨット競技場で開設運用
夏のフィール ドは大滝山で 1泊 2日 のキャンプ

『高松市趣味文化祭』に初参加

恒例 忘年会を “とんかつ"で盛大に開催
56年度予算 237, 130円 也
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県総合防災訓練が高松市で実施.ク ラブより参加

「四国ハムのつどい」を丸亀市で開催 (県下クラブ連合 )

趣味文化フェスティバル “ハムとマイコン"開催

総会の定款改正で名誉会員をおくこととした

JA5AF, JA5AG両 氏を名誉会員に決定

57年度予算 254, 424円 也

新会長に JA5AHM 天野英弘氏 就任
高松市趣味協会副会長に天野英弘氏就任

夏のフィール ド 大滝山で 1泊 2日 のキャンプ

秋のフィールド 金砂湖 (伊予三島市)へ
58年度予算 287, 827円 也

国際コミュニケーション年で『 8J5WCY」 を運用 (IQP宅 )

2ア マ国試対策講習会 (CW)を開催

久しぶリ ボーリング大会実施
四国地方本部創設 30周年記念式典観音寺で開催

クラブ員多数が功労表彰を受ける

秋のフィール ドは 鳴門公園と鳴門大橋架橋見学

県支部大会が我クラブのホスト役で牟礼町にて盛大に開催

フィールドミートは海上より瀬戸大橋架橋工事見学

59年度予算 228, 568円 也
4 3 0MHzレ ビータ局 JR5WL開 局 (5ク ラブ構成で)
恒例忘年会は 毎年12月 30日 に盛大に開催
60年度予算 327, 651円 也
フィールドミートで `88鳴門ヮールドフェスティバル'ヘ

「第 27回 自然公園大会」でJA5RL局 記念運用
61年度予算 292, 491円 也
1, 200MHzレ ビータ局 JR5VD(峰 山 )開局
満濃池「ユル抜き」に合わせてJA5YDE局 移動運用
アマチュア無線テレコム展 (QSLカ ード展示=宮武画廊)開催

県総合防災訓練に香川クラブからも参加

JARL60周 年記念式典で『 JARL香 川クラブ』表彰される

秋のフィールドは「ヴィラ塩江」にて 1泊 2日 で楽しむ

JR5VDに 4 3 0MHzレ ピータ増波
高松市文化協会理事に天野英弘氏 就任
中曽根総理大臣主催の懇親会にJA5AHM 天野会長 出席

57.

０
０
民
Ｊ

４

４

４

８

‐１

４

５

７

９

‐０

２

４

５

７

４

５

６

７

８

１

１

２

５

７

０

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

６

　

　

　

　

６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

ｎ
Ｊ
民
Ｊ

１

３

４

４

６

- 8 -



62。  12

63.  3
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63. 12

高松市中央公園 第 1回高松冬のま・つりで JA5RL局 運用
香il:ク ラブ定期総会開催 クラブ創立 40周年記念行事決定
藤戸大橋博で JARL特 別記念局『 8J5XPO』 開局
香川クラブなどの協力で 165日 間運用
JARL第 30回通常総会を香川町で盛大に開催
JARL香 川クラブ創立 40周年記念式典開催
祝賀会開催)記念誌発行

歴 代 ク ラ ブ 会 長

緞 立時) 纏訂 IIク 七テしガィ讐員■

1.本クラブはJARL香 川クラブと称す
2.本クラブはアマチュア相互間の親和並に協力研究を以て目的とす
3.本クラブは香川県を中心としJARL正 員及び準員並にアマチュアー無線
愛好家を以て組織す

4。 本クラブは男女、年令、労力、技術、装置の有無を問わず将来on the airl

を希望することを第一条件とす

5。 本クラブは月一回のミーティングを開くを原則とす
6。 本クラブは全て委員制とし委員長一名、機関紙編集委員三名、技術委員二

名、会計委員一名を選出する

7「 委員の選出は全て選挙に依って選び期間は一ケ年とす

8.本クラブは毎月会費として 50円を徴収す

- 9 -
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2代

3代

4代

5代

6代

7代

8代

(昭和 2

(昭和 2

(昭和 3

(昭和 3

(昭和 4

(昭和 4

(昭和 4

(昭和 5

岡本

太田

平田

大田

田中

大田

稲毛

天野

良雄氏

等氏

正幸氏

等氏

実氏

等氏

章氏

英弘氏

3年10月 )

5年 4月 )

3年 4月 )

4年 4月 )

4年 4月 )

6年 4月 )

7年 4月 )

7年 4月 )

exJ4EA
JA5AG
JA5AL
JA5AG
JA5AB
JA5AG
JA5MG
JA5AHM



JARLロコlコ曇也ブル本 書Fの あ ゆ み

昭和 27年 7・ 29

12・ 20

28年 2・

4・  9

4・ 29

29年 4・  1

30年 1・ 16

34年 4・ 1

8・  8

3 5`弩1 3・ 20

10。 10

39年 8・

43年 3・ 17

45年 9・ 1

4 7`毎1 5。 28

12・ 27

4 8生F 3・ 25

56年 3・ 21

5 7年 5,23

58年 5・ 10

10・  1

10・  2

62年 7・ 15

10・  4

10・ 19

63年 5・ 29

アマチュア無線再開される。 JA5AAを 含め全国の 30名に免許

四国の会員は関西支部に所属していたが,電波監理局毎に支部独立

分離の話が出る。

四国支部設立準備会を香川県で開催。

JARL理 事会で,四国支部が承認され,発足する。

第 1回支部総会を丸亀市 JA5AI山 下宅で開催。

四国地方非常無線通信協議会に四国支部として加入する。

・全四国交信賞の発行を決定。会員より 100円
のカンパをとる。

JA5RL局 の管理規定を制定。

初の支部連絡会議を阿波池田町山下旅館で開催。

社団法人 JARLの 第 1回四国支部大会を高知市で開催。

支部事務を高知―香川―愛媛一徳島の順番で担当す
る事を確認。

第 1回全四国コンテスト開催。

高松市で臨時国家試験実施。電話級 184名受験 98名合格。

連盟旗,支部旗 (オ リーブ色地に,文字を自ぬき)出来る。

JARL四 国地方事務局が松山市に設置される。

JARL第 14回通常総会が松山市で盛大に開催される。

四国合同支部報『四国だより』第 1号発行.

第 1回四国地方合同支部大会を観音寺市で開催。

仁尾太陽博覧会場へJARL特 別記念局『 8J5SUN』 を開設。

JA5AF大 塚氏 29年間務めた地方本部長を退任。

新本部長・理事にJA5MG稲 毛 章氏就任。

JARL特 別記念局『 8J5WCY』 を香川県香川町で開設運用。

30周年記念誌『四国地方 30年のあゆみ」を発刊・配布。

30周年記念式典を JARL原 会長を迎えて,観音寺市で盛大に開

催。各種催しも開 く。

四国初の外国人局 7J5AAAの 免許おりる。

第 4回西日本アマチュア無線シンポジウムを四国地方本部が担当し

松山市で開催。

JARL2.4GHzビ ーコン局『 JE51GY』 の免許おりる。

JARL第 30回通常総会を香川県香川町にて盛大に開催。

-10-
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創 立 40周 年 お め で と う

元 JARL香 川県支部長 JA5AG  太田  等
クラブ創立 40周年おめでとう御座居ます。

同じ趣味を持った者の集りとは良いものですね。それだからこんなに永く続いたのでしょ

う。戦後のどさくさの中,又アマチュア無線をやろうじゃないかと集まった 20余名で設

立したのがJARL香 川クラブ。以来通算 20年ばかり会長をやらせて頂いた思い出を振

り返って感無量です。

当初の会員中戦前のコールを持って居た方々は,

J4EA  岡本 良雄 氏   J8CH  滝川 正己 氏
J4DE  大塚 政量 氏   J4CL  西山  始 氏
J8CL  大西 千秋 氏  (徳島県三好郡)
J4CM  太田  等    の以上 6名。
SWLナ ンバーを持った人も7名いましたが,其のナンバーがJA9-XX。 どうし

てJA9が四国なのか当時 JARLニ ュース (CQ誌 )を調べても見あたりません。私も

忘れましたHi! 昭和 25年当時のクラブ会費は年額 600円。少々高いようです。で

すから毎月 50円集めて居りました。今も昔も会費の徴収には頭を悩ましたものです。

クラブ運営誌

0 昭和 25年 10月 1日 栗林公園にて野外ミーティング (当時入園料無料)ス ラン

プのため 1部より解散の動議が出たが全員にて向上する様努力する事に決定。 出席者
9名 .

0 昭和 25年 10月 29日 会員 木村氏宅にて

集合時間が早かったか,ばらばらでいつからか開会する。本日はまずまずで意見も活発

クラブ報 NO,3号 も出来たので出席人員は少ないが盛況の内に終わる。出席者 10名

0 昭和 25年 12月 3日  本村氏宅
集合人員は相変わらず少数.意見の発表はあまりなし。議題は総会の日時 (26年 1月

14日 予定)通知並びに委員選挙の方法。原稿送附の件。関西支部ミーティングに出席

の件 (旅費実費,会費支給)太田出張と決定.ク ラブ報 NO,4-号印刷完。出席者 11名

0 昭和 26年 1月 14日  労働会館にて

総会と言いながら出席率不良。しかし徳島より大西氏の出席をみて話もはずむ。

議題は会則の一部変更。コンテスト。及び丸亀の新会員のため今後 1ケ月ごとに丸亀と

高松でミーティングを開くこととなる。新委員決定。クラブ報 NO,5号印刷完。

以上抜粋してみましたが,昔も今もやっばり変らないようです。

-11-
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香 引 1ク ラ フガ倉 |■立 l当■寺 の差票、い I圭■

JA5AF  大塚 政量

香川クラブが昭和 23年 10月 ,NHK高 松放送局 (当時は寿町に普通の民家位の小さ

い局舎がありました)で,創立大会を開いてから30年過ぎました。その頃,私は香川県

警本部の通信課の技官どして勤めておりまして,給料は3, 000円 (1ケ月です !)で

替ズボンをひとつ買うと2, 500円位しておりました。衣食住がやっと中の下程度にで

きる程度で,受信機ひとつ作るにしても生活にひびく !よ うな時代でした。

このような,戦後のきびしい時代から,現在のような時代まで, 30年間クラブ報を出

し続けてクラブ会員の連絡に努力して頂いた,代々のクラブ役員諸兄に心から敬意を表し

たいと思います。当時あるいは現在でも, クラブを作り,ク ラブ報の創刊号を花ばなしく

出しても,それっきりで次のクラブ報を永久的に出せなかったような線香花火 !的クラブ

の多い中で,香川クラブは全国的にも例の少ない立派な歴史を持つクラブといえましょう

昭和 23年頃は, 21MHzの アマチュアバンドはなく,主として 1 4 MHzと 7 MHzを

受信しておりましたが,現在アマチュア局のない (注)中国には,た くさんのアマチュア

局があり, 14MHzの 電話でよく受信できました。

C2ABと かC7TKと いうようなコールサインを使用し,地域によりCl～ C9をき

めて, 自分でコールサインを作り,電波を出している者が多いといったうわさがあり,当

時,電波の発射を禁止されていた日本のアマチュアには, うらやましい話でした。このよ

うな,ま ったく自由な中国のアマチュア無線界も2～ 3年で終わり,毛沢東主席を指導者

とした共産主義国となると同時に,中国のアマチュア局は姿を消してしまいました。その

代わりに共産主義国家にありがちな作業服 (人民服)を着ない,セ ビロを着たフルシチョ

フ氏がソビエ ト連邦の首相となり,ソ ビエ ト連邦のアマチュア局UA局が自由に外国と通

信し始め,ア ジアにおけるアマチュア界も活発になってきました。

10年ひと昔といいますが,三むかし !前,香川クラブ創立当時の思い出とアマチュア

無線の状態をのべさせて頂きました。

(注)昭和 53年の話。

-12-



香 期 ク ラ ブ と 私

JA5MG 稲毛  章
私がハムを一番最初に知ったのは,昭和 24年の小学校 6年の時だったと思う。
まもなくハムが再開されるということを親友より聞いたのです。

中学校時代にはボーイスカウトに入団し,モ ールス符号を覚え,ボーイの資格
に挑戦しました。並四のラジオも理屈のわからぬままいじくりまわっていました。

高校に入リスーパー受信機を組立て,小遣い稼ぎをしながら,押入れの隅に置
いた受信機でSWL活動をつづけていました。
実際に開局できたのは,それから数年たった 34年春です。 807シ ングルの
送信機に,ダブルスーパー受信機,竹竿利用の20m水平ダイポールアンテナと
いった標準型のシャックでした。

昭和 38年春に帰郷するまでは,出稼ぎに出かけていましたので,ほ とんど主
の居ないシャックになっていましたが・・・帰郷してからは本格的にon the air

を楽しみ始め,さ っそく香川クラブに入会させて頂きました。
クラブ局 JA5YDEが 瓦町駅前の太田理工社内に開局してからは,何年間か
ここの会議室でミーティングをやっていたと思いますが,子守も兼ねて (させら
れてHi)セ カンドをよくつれて行ったものです。
40年度の始まりにJA5AG大 田さんからJARL監 査指導委員を頼まれ,
これが今日のJARLの お世話をするキッカケになった次第です。クラブ関係で
は, 43年 4月からクラブ技術担当,編集担当などをやり, 45年 4月 から副会
長, 47年 4月 より57年 3月 までのちょうど 10年間,会長としてお世話をさ
せて頂きました。

クラブもその昔は大所帯になると,再三分割させて,東讃や坂出地区に新クラ
ブを誕生させたいたようですが,その後はだいたいメンバー数は80-100名
位で歩んで来ているようです。

全国でもこれほど古い歴史と伝統のあるクラブは,他にも例が少ないと思いま
す。今後も, 50年, 100年に向けて大いに活躍し,発展して頂きたいものと
念願する次第です。

■11
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J:R´ 5~WL開 局 に 当 た つ て

JR5‖L.JP5ZAG局管理団体
運用責任者 JA5MIK

昭和 55年 4月 頃、日本にもレピータをとの声が高まり、我々の母体であるJ

ARLが 監督官庁である郵政省と交渉に当たったが、「現在の法に照らし合わせ

ると許可することが出来ない」との回答にJARL本 部も頭をかかえた。

理事会、評議員会を再三開き検討し郵政省に図り調整した結果やっとの思いで

条件付ではあるが開局を認めて頂けることになった。

まず第一に第二者通信に対する問題点、業務を行うのであるから当然業務日誌

の取り扱い、局免許の取 り扱いについて、その他問題点は多様であった (,

念願の無線局のシンボルであるアンテナをJARL本 部の屋上に我が国初のア

マチュア無線の中継局空中線を上げることに全国の無線家は固唾を呑んで見守 り

視杯を上げた (昭和 57年 3月 )。 それから全国の JARLの 出先である各地方

事務局にレピータが設置され一般のアマチュア無線家にとっても身近な存在とな

り各地で管理団体が結成され続々とレピータが誕生した (

香川県においてもその例外でなかった、県内で第一号の名乗りでは小豆島 (J

R5WB)で あつた、それから県内でも各所より建設申請が有るが、余 りの設置

件数の多い為ィ混信等の問題が多発、JARLも しピータ委員会を発足させ調整

に当たった、その為香川県での申請第 3号である (JR5WL)の 開局を迎えた

のは申請より17ケ 月もたってからである。

JR5WL管 理団体に我が「JARL香 川クラブ」の tJA 5 AHM天野英弘会

長を団体の代表者に選任し、県内の地域クラブに御協力を頂き構成員を選任、管

理団体を設立し、事務手続き、設備の準備、資金の調達等に当たり開局に向けて

多大なる努力を必要とした。

JR5WL主 な 出 来 事

日
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高松市中央町、随洋ビルにて発起人会

430MHzレ ピータ局の開局申請書提出
439.56MHz設 置場所、高松市中央町で承認される

レストラン新開にて管理団体再編成会議開く
430MHz電 波伝搬テスト
設置場所等の変更申請書提出

設置場所、綾歌郡飯山町東坂元で承認される

呼び出し符号 JR5WL、 リモコン局 JF)5ZA(」 で免許
‐130MHz=レ ピータ局運用開始
MHz電 波伝搬テスト
MHzレ ピータ局の増設申請書提出
.54MHzで 承認される
MHzレ ビータ局四国電気通信管理局より免許さる
MHzレ ピータ局運用開始
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-14-



J R 5 VID・ レピータ局の経緯と運用経過の概要について

JR5VD・ JP5ZAV局 管理団体

代表者 天野 英弘
かねてよりの念願であ りました430MHz帯 のレピータ局「 JR5VD」
の開局式が昭和 62年 2月 1日 、高松市峰山町の局舎前で、大勢のハム仲間が
出席 して盛大に行われました。この局は、バ ッテリーでバ ックアップ してお り

停電時でも運用が可能でプロ局 も顔まけの設備を誇ってお ります。また、サ

ーービスエ リアも高松市はもとより香川県内を十分にカバー出来るものと確信 し

てお ります。

開局式のあと、マツノイパレスヘ場所を移して和気あいあいのうちに祝賀会

が催され、心ゆくまアイボールQSOを 楽しみました訂
すでに瀬戸内海沿岸では多<の レピータが稼働しており周波数も満配の状態

でしたが、昭和 63年にはJARLの 通常総会を香川県で開催したいという声
も出ており、何としてでもレピータ局を設置しようということになりました。

管理団体を結成して 2年 目、地域のハムの強力な団結と有形無形の協力をい

ただき、念願の開局運用の運びとなりました。同じ地域に住みながら、それま

であまり交流のなかった各局も、これを機会にさらに友好が深まっていくこと

を願っております。

S60. 2.17.喫 茶ノバにてレピーータ局設置について有志が会談

2.19.レ ストラン・グリーンハウス松島店にて発起人会
2.24.430MHz電 波伝搬テスト

7.28.1200MHz電 波伝搬テスト

8. 4.1200MHzレ ピータ局の申込書提出

11. 5.1200MHzン ピーータ局 1292.50MHzで 承認

される。呼出符号 JR5VD,リ モコン局 JP5ZAV
S61. 1.24.1200MHzレ ピータ局とリモコン局、四国電気通信

監理局より免許

5. 1.120〔 )MHzレ ピーータ局運用開始
7.30.430MHzレ ピータ局の増設申込書提出

10.23.430MHzレ ピータ局439_98MHzで 承認

12.23.430MHzレ ピータ局、四国電気通信監理局より免許

S62. 2. 1.430MHzレ ピータ局運用開始
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味
を
通
し
結
び
あ
っ
た
電

波
が
災
害
や
危
急
時
に
尊
い
人
命
を
救

う
貴
重
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
近
く
封

切
ら
れ

る

映
画

″
空

と
海
の

間

″
に

生
々
し
い
感
動
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い

る
。
本
県
で
も
約
二
十
の
ア
マ
チ

ェ
ア

無
憲
局
が
開
局
、
国
際
的
な
変
歓
や
国

内
の
友
情
を
深
め
る
こ
と
に
役
立

っ
て

い
る
が
、
い
ま
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
―
―
。

正
式
に
ア
マ
チ

ュ
ア
無
稼

一
、

二
級
技

師
の
免
許
状
を
も
ち
コ
ー
ル
ブ

ッ
ク
に

の

っ
て
い
る
人
は
県
下
で
二
十
六
名
、

全
国
組
織
を
も
つ
日
本
ア
マ
チ

ェ
ア
無

線
連
盟
の

一
環
と
し
て
四
国
四
県
に
四

国
支
部
が
お
か
れ
、
会
長
は
三
豊
郡
上

高
野
村
、
詫
間
電
波
高
校
教
諭
、
大
塚

政
量
入
て
そ
の
下
に
四
県
ク
ラ
プ
が
あ

り
県
下
の
会
長
は
高
松
市
塩
上
町
で
ラ

ジ
オ
商
を
営
む
太
田
等
氏
（四
三
）年

一
回

四
国
支
部
の
総
会
を
開
き
各
地
の
情
報

を
変
換
す
る
と
と
も
に
中
央
か
ら
の
連

絡
事
項
を
報
告
、
県
ク
ラ
ア
で
も
昨
年

ま
で
は
毎
月

一
回
集
っ
て
親
善
を
深
め

`

゛

て

い
た
。

ミ

線
電
信
電
詰
実
験
局
と
い
う
い
か
め
し

い
認
可
を
受
け
た
と
き
に
は
四
国
に
わ

ず
か
五
局
が
あ

っ
た
だ

け
。
そ

れ

も

全
部
木
県
下
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
太
平

洋
戦
争
か
ら
獣
後
占
領
時
代
に
か
け
て

ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
は
徹
底
的
な
禁
上
措

置
を
受
け
二
十
四
年
よ
う
や
く
復
活
許

可
さ
れ
た
と
い
う
。
メ
ン
パ
ー
は
機
械

い
し
り
が
飯
よ
り
好
き
と
い
う
連
中
ば

か
つ
。
あ
り
合
せ
の
中
古
機
械
を
た
く

み
に
活
用
し
て
電
波
を
た
の
し
ん
で
い

る
ｆ
太
田
さ
ん
に
い
わ
せ
る
と
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
は
完
全
な
道
楽
、
全
く
も
う

け
に
は
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
経
費
が

か
か
る
ば
か
り
と
い
う
「
、
ど
の
人
も

電
波
が
な
く
な
れ
ば

″
生
き
甲
斐

〃
が
．

な
い
と
い
う
人
た
ち
だ
。

無
線
技
師
の
国
家
試
験
を
う
け
て
合
格

す
れ
ば
電
波
監
理
局
か
ら

コ
ー
ル
サ
イ

ン
の
指
定
を
受
け
て
開
局
す
る
と
い
っ

た
運
び
。

一
級
に
は
三

・
五
メ
ガ
以
上

八
種
の
全
周
波
を
通
し
て
電
信
電
波
を

活
用
出
来
る
が
、
二
級
は
八
メ
ガ
以
下

と
五
十

メ
ガ
以
上
と
い
う
制
限
が
つ
い

て
い
る
。

全
国
で
は
約
二
千
の
開
局
を
数
え
日
本

は
国
際
的
に
も
普
及
率
が
高
い
と
い
わ

れ
る
が
本
県
も
そ
の
と
お
り
。

し
か
し
ま
だ
帰
人
の
ア
マ
チ

ュ
ア
の
無

線
家
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
小
さ
な
百

び
た
送
受
信
器
で
国
内
各
地
は
も
ち
ろ

ん
遠
く
南
米
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
な
ど

と
楽
に
連
絡
で
き
る
と
い
う
の
が
何
よ

り
も
う
れ
し
い
ら
し
い
。
声
だ
け
の
友

だ
ち
と
い
う
の
も
こ
う
し
て
生
れ
生
活

や
機
械
の
状
態
を
技
露
し
あ
う
う
ち
に

や
が
て
ア
マ
無
線
家
だ
け
が
も
つ
特
有

の
友
情
が
育
ま
れ
ゆ
く
。

鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
向
う
ソ
連
と
も
ア
マ

無
線
は
嘔
波
を
自
由
に

変

換

し

て
い

る
。
趣
味
は
国
境
を
こ
え
る
と
い
う
も

の
だ
ろ
う
。

大
田
さ
ん
は
語
学
さ
え
わ
か
れ
ば
電
話

で
自
由
に
話
が
で

き
る
の
に
と
残
念
そ

う
に
語

っ
て
い
る
。
変
信
の
た
び
に
互

い
に
と
り
か
わ
す
受
信
カ
ー
ド
の
ふ
え

る
の
が
何
よ
り
楽
し
み
だ
そ
う
だ
。
こ

の
電
波
マ
ニ
ヤ
た
ち
も
大
別
す
る
と
つ

ぎ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
と
い
え
よ
う
。

●
機
械
い
じ
り
が
好
き
な
人
②
変
信
し

て
会
話
を
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
０
変

信
カ
ー
ド
あ
つ
め
に
趣
味
を
も

っ
て
い

る
人
、
こ
れ
ら
の
違

っ
た
タ
イ
プ
の
人

た
ち
も
た
だ
日
に
見
え
な
い

一
つ
の
電

波
で
し

っ
か
り
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
わ
け
だ
。

二
十
八
年
無
線
に
よ
る
ス

パ
イ
事
件

が
騒
が
れ
た
こ
ろ
に
は
ア
マ

無
線
家
の
身
辺
に
も
そ
れ
と
な
く
監
視

の
眼
が
注
が
れ
て
い
た
と
い
う
。
大
田

さ
ん
は

「
無
線
を
い
じ
る
こ
と
だ
け
で

政
治
的
色
彩
が
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る

の
が
何
よ
り
つ
ら
い
。
私
た
ち
の
は
不

当
の
道
楽
」
と
は

っ
き
り
割
切

っ
て
い

る
。
自
分
の
用
件
以
外
の
こ
と
を
話
す

の
は
電
波
法
で
お
バ
止
さ
れ
て
い
る
が
ハ

災
書
時
や
人
命
に
か
か
わ
る
と
き
に
は

緊
急
通
信
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
県
下
で
．

は
そ
う
い

っ
た
特
殊
な
ケ
ー
ス
は
お
こ

っ
て
い
な
い
。
最
近
無
許
可
の
電
波
が

横
行
し
て
お
り

″
普
及
す
る
の
は
結
構

だ
が
、
エ
チ
ケ

ッ
ト
を
守
っ
て
電
波
の

質
を
向
上
さ
せ
て
は
し
い
〃
と
い
う
声

．が
強
い
。

（
写
真
は
ア
マ
無
線
の
送
受
信
器
）

0

国境越え“"[口 1:‖"11友情交換

き万全な道楽の一つ
戦後激増すでに三十局も

〕|
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会
長
、
木
工
業
、
高
略
市
塩
上
町

一
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目
）
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‥
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‥
‥
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‥
‥
‥
‥
‥
．
‥
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‥
‥
‥
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‥
‥
‥
‥
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・
‥
‥
‥
‥
―

″　
‥
一いん
で
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
時
代
　
か
。
そ
れ
が
証
拠
に
い
ま
の
若
い
会

ア
‐マチ
ュ
ア
無
線
　
Ｓ
幹
年ヽ

連
盟
香
川
ク
ラ
ブ
　
．

．

話
す
人

田

申

　

実
さ
ん
８

轟鵠ιめベ′
⑫魃彩靱7

、し
一｝い
す
か
ら
実
際
の
回
数
よ
り
は
多

くヽ
な
り
ま
す
“
　
　
　
　
　
‐

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ア

リ
フ
カ
な
ど
の
人
た
ち
と
も
モ
合
い

．
ま
し
た
。
た
だ
語
学
に
弱
い
の
が
泣
．

き
ど
こ
ろ
で
、
せ

っ
か
く
グ

・
リ
ー
ン

ラ
ン
ド

、

ア
フ
リ

カ

な

ど

の
珍

人
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
何
を
専

て
し
ま
う
の
が
殖
念
で
す
。
オ
ー
ス

Ｆ
、
ミ
ヽ
ヾ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヨ
ヽ
い
）
ヨ
い
キ
ぎ
ヽ
ヽ
ヨ
Ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヨ
）
ヾ
ヽ

で
す
な
。
こ
の
会
が
で
き
た
二
十
〓
一　

員
た
ち
に
は
機
械
が
故
障
し
て
も
直

年
ご
ろ
は
、
古
　
せ
る
人
が
少
な
い
し
、
綺
格
そ
の
も
　
し
い
地
域

い
ラ
ジ
オ
か
ら
．
の
の
性
能
を
工
夫
し
て
高
め
よ
う
と
　
と
交
信
し

部
品
を
と
っ
て
　
す
る
人
が
あ
ま
り
な
い
で
す
ね
戸
わ
．
て
も
、
話

中
学
・高
校
生
ふ
え
る

何
も
か
も
自
分
　
れ
わ
れ
年
配
の
も
の
は
、
あ
る
結
果
　
の
内
容
は

の
手
で
難
受
信
　
に
た
ど
り

つ
く
過
程
を
大
切
に
す
　
相
手
の
局

機
を
組
立
て
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
　
る
。
若
い
人
た
ち
は
即
決
的
な
結
果
　
名
や
縄
械

い
ま
は
全
部
セ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の

・を
重
視
す
る
―

こ
ん
な
と
こ
に
も
　
の
性
能
程

が
、
金
さ
え
出
せ
ば
す
ぐ
手
に
は
い

る
の
で
す
か
ら
会
員
も
ふ
え
る
は
ず

世
代
の
断
絶
を
顧
じ
ま
す
。

度

に
終

っ

で
す
よ
。
県
下
で
約
八
十
人
、
中

‘
門
に
し
た
り
、
も
っ
ば
ら
国
内
に
限

ト
ラ
リ
ア
と
交
信
す
る
と
、
ク
リ
ス

´
ゎ
す

る
こ
と
に
あ
る
の
と
迪

い
ま
す

　

ば

ハ
フ
イ
で
も
ひ
と

つ
の
国
と
詢
定

　

で
す
。
中

、
高
校
生
は
刺
職
、
進
学

学

、
高
枚
生
が
ふ
え
て
い
る
の
も
最
　
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
わ
た
し

マ
ス
が
初
夏
だ
っ
た
り
し
て
面
く
ら

蕩

雛

で
す
。

の
場
合
は
海
外
専
門
で
、
三
百
五
十

．
う
こ
と
も
あ
り
ま

t

し
か
し
本
当
の
楽
し
さ
は
綸
械
の
　
力
国
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
も
っ
と
も

免
許
が
と
り
や
す
く
な
っ
て
局
数

　
中
に
割
込
ん
で
相
手
を
横
取
り
し
た

″
．

性
能
を
な
ん
と
か
高
め
よ
う
と
手
作
　
電
波
交
留
で
い
う

「
国
」
は
た
と
え
　
が
ふ
え
る
の
で
、
電
渡
事
情
も
い
密

で
東
京
、
大
阪
へ
椰
板
、
つ
ま
り

″
局
″
ご
と
移
転
す
る
の
で
、
と
く

に
関
東

周
辺
は
超
過
密
の
状
態
で

す
。
以
前
の
よ
う
に
局
数
が
少
な
い

と
簡
単
な
わ
械
で
好
き
な
と
き
に
鶴

波
の
と
ど
く
限
り
語
が
で
き
た
の
で

″ ″

・
　

　

″
‐

■
Ｆ
　
　
　
　
″

１

＞

　

０

を

で
　

％

答

宅

″

応

自

″

め

の
　
″

ら

町

　
″

か

上

　

の

・
局

塩

″

花

市

´

と

松

　
″

Ｉ

高

”

Ｑ

く

，

¨

Ｃ

ん
　

％

■
一
　
ツ

．
Ｑ
、

中

〓
″

・Ｃ

田

　

´

Ｆ
・　
つ

　

″

〓

″零 漱 1辣″″″″%

す
が
、
い
ま
は
、
［
分
の
網
械
よ
り

強

い
電
波
を
出
す
鴻
械
で
逓
話
し
て

い
る
人
が
あ
る
と
、
こ
ち
ら
の
話
は

相
手
に
通
じ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
話
し

り
、い
やは
や鐘渋
の世
界
も交
通
″

戦争
なみ
になぅ
て
いま
す。　
．　
″

、１●
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
′ヽ″

ヽ
N
″ヽ

月日のたつのは早いもので,後 1ケ月で 1970年 代を迎えようとしている今日
この頃です。戦後アマチュア無線が再開され,当局が開局したのが 27年 11月 ,

ざっと17年になります。スランプもありましたが,ょ くも続いたもので,われな
がら感心している次第です。
その間アマ無線制度の面でもいろいろ変化がありました。3.5,7MC全バンド開放2級オールバンド開放,電信・電話級制度,1.9 MC獲得)講習会,認定制度等等..
総てJARLの 業績である。どこのクラブ・ミーティング,大会に行っても決まっ
たように, JARLは JARL NeWs, QSLの 転送のみしかサービスをして
いない。という意見が必ず聞こえる。ごもっともであるがあまり勝手すぎるように
思えてならない。最もJARLと しても最近のヒットがないのは否めないが,今後の問題としてTVI対 策,包括免許,外国アマチュア局相互協定等, JARLの行
動力に期待したいものです。

(ク ラブ報 127号)     クラブ会長 JA5AB 田中 実
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【
〓
二
〓
〓私

た
ち
の
ク
ラ
プ
が
結
成
さ

れ
た
の
は
、
米
軍
の
占
領
下
で

あ

っ
た
昭
和
二
十
三
年
で
、
ア

マ
チ

ュ
ア
無
線
が
ま
だ
再
開
さ

れ
て
い
な
い
時
で
し
た
。

ア
マ
チ

ュ
ア
無

線
家
の
こ
と
を
、

一
般
的
に
「
ハ
ム
」

と

よ

ん

で

い

ま

す
。ア

マ
チ

ュ
ア
無

線
の
業
務
に
つ
い

て
、
電
波
法
で
は
、

「
金
銭
上
の
利
益

の
た
め
で
な
く
、

も

っ
ぱ
ら
個
人
的

な
無
線
技
術
の
興

の
楽
し
さ
は
、
自
分
で
作

っ
た

送
信
機
や
受
信
機
を
使

っ
て
、

年
齢
も
職
業
も
異
な
る
未
知
の

人
々
と
電
波
を
通
し
て
友
達
に

な
れ
る
こ
と
で
す
。

ハ
ム
は
電

離
層
の
発
見
な
ど
、ヽ
今
日
の
無

線
通
信
の
発
達
に
大
き
な
貢
献

を
し
て
き
ま
し
た
。
電
波
は
私

た
ち
人
類
が
共
有
す
る
貴
重
な

・財
産
で
あ
り

，・
、
無
制
限
に
使
用

て

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

・
・
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
・
〓
二
〓
一
〓
〓
〓
〓
〓
・
〓
■
”
‘
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〓
―
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〓
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〓
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〓
二
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〓
一
〓
〓
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二
〓
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〓
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〓
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‥
‥
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〓
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〓
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‥
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〓
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〓
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〓
〓
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〓
ｌ
ｉ
三
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〓
〓
ｌ
ｉ
二
三
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１
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三
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味
に
よ

っ
て
行
う
自
己
訓
練
ｒ

通
信
及
び
技
術
的
研
究
の
業
務

を
い
う
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

．

す
“
現
在
で
は
金
さ
え
出
せ
ば
、

セ
ッ
ト
さ
れ
た
無
線
機
が
手
に

は
い
り
ま
す
が
、，
ハ
ム
の
最
高

ん
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち

ハ
ム

は
交
信
を
楽
し

む
だ
け
で
な

く
、
風
水
害
や
地
震
な
ど
非
常

の
事
態
が
起
こ

つ
た
と
き
に

は
、
人
命
の
救
助
な
ど
の
た
め

に
非
常
通
信
を
行
い
、
社
会
的

に
も
多
く
の
貢
献
を
し
て
き
ま

し
た
。

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
ア

マ
チ

ュ
ア
無
線
は
、
自
動
車
無

線
、
遠
い
外
国
と
の
交
信
、
近

距
離
の
局
と
の
お
し
ゃ
べ
り
、

山
や
海

へ
移
動
し
て
の
運
用
な

と
で
す
が
、
最
近
で
は
テ
レ
タ

イ
プ
や
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
衛
星
通
信
、
あ
る
い
は
月

面
反
射
に
よ
る
通
信
な
ど
多
岐

に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
無

人
無
線
中
継
局
も
各
地
に
開
局

さ
れ
、

ハ
ン
デ
ィ
ト
ラ
ン
シ
ー

パ
ー
で
も
遠
く
の
局
と
交
信
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ま
も
な
く

ハ
ム
専
用
の
人

工
衛
星
が

ハ
ム
の
協
力
で
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
民
間

の
団
体
が
わ
が
国
で
打
ち
上
げ

る
第

一
号
の
衛
星
に
な
る
と
い

ヽ
つ
こ
と
で
，

ハ
ム
と
し
て
誇
り

電
波
通
し
世
界
と
交
流
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社団法人 日本 アマチ ユア

無線運盟香川 クラブ会長

天 野  英 弘 (51)
(高松 市 中 新 町 )

に
思

っ
て
お
り
ま
す
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
発
達

と
と
も
に

ハ
ム
の
世
界
も
大
き

く
進
展
し
変
容
し
て
き

ま
し

た
。健

全
な
新
人
養
成
の
た
め
、

年
二
回
の
講
習
会
を
開
き
、
私

自
身
も

「
趣
味
の
王
様
」
で
あ

る

ハ
ム
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
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″OSO無線局 (5RL)の 開局せまる″

先に日赤香川県支
.“ より出された文薔

'検
討の結果 ,日 赤香,11県 支部内

ヽ ,OSO用 ア'

チエア無嫌月を設置することになわ。
そ0準備を 。一カル各局の手を借 りであておりました

が ,こ の程 ,繊目の設置 も終 り ,盛大
なる開局式を待つばかりとな

つております。

尚 ,関局式は ,来たろ4月 1曰 牛肛 10110時 より ,日赤香川県支部
の二諧無凛室におt'

て挙:行され=す。
今後 とも。一カル各局のご協力をお願 1教 し=す

。

こ●実の開局 にういて ,香川彙 ,高松市立
σr市内ォォタ翼ェをよりご寄附=い

たださま

したことを詢れ申し上げ
`す
。

″ 36年 度の クラブ新役員決 る ″

れましたお氏 のご承誌イ 1与 ,こ こに新年質
のグラブ役員が決定致 しました。

pR移 動 公 開 実 験 を 行 う ル

香川グラブでは ,兼ねて計画中であ
つた移動公関実験な来たる4月 2o(口曜 日)に行う

よう決定 し ,日島山■ ,三越高松支店屋■ ,果林動物口
野外 ステー

'の
三地点に移動 し ,ア

マチユァ無線 のPRは もとより ,各名勝 ,1曰 跡の PRと ,彩
′ゝ移勁公関実験

=行
・
`●
■すo

こ協力をお願 いするとこ 〔ヽこ ,SW Lの 方々もこ
の様会 に見学 されることを希望致 し■す。

建貿 日太アマチュア無v線運重

香 jllク ラブ報
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_JARヒーКACバ闘A―NttWS
ォニ回三―テイングがぅ。

千∂、・明 |夕 て早々の四日(3)キ前//時 rう 今年圧
二回日の二

~テ イ

タセ ロさました.外 |〔栞 |■
_)吹さくε、留:月 ハ家凡てした 0「会的

‐

は紅一芸乏10ぇ 1急じなこで ,ヽ な宥□えの|■ に午後■時散会L』

た。一人暮 ||ノ″″の書体湿主/う 0'ν (=GRθ して計議 した結早

)′その適 i)マ 市 .

/国家試験こえ非杏 |1斬|て
`行
えるよつi■ したし`_

z初
・
承考対鶴の手督会乏向こ11・「

_

3o v練習について. は上三年てした _

″.)に、ついてII現在IAム 1て 虫ォ
`「

て行 、11千 円11 1三 清的ロス||

さt口)て電菫め出沢費2人 々が'特 ]́(で しt,.ヽ `●
i■tマ イ了

~

0て ししヽとムつことltな
′)31t11つ し'で

′■
=ん
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小1丁わ寸ヒ不電龍ミ■
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tヽ 邑υ)■18駒 I`、

||』 し■_(こ で~″しキ|イア

¥考ロネ試験承びえ計漫,)|キ ヤ不ブヽ■午施 lttt y〕 てtiた だきた

∫う1汗願言■
―夕p政璃
lt)tニプ司薇ti=承 ιt｀ 回□電1民_L嘔局ねて

i

にi付 して女危Zム ようと層い』■・ 31t■
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=ぐ
な|■ ビ羊 iく

的 |こ電監め色貴で'ム

'長

Lて 来るようlt´
=|)』
■ブ
'て
同E=し 二し
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=´

当t¬ it言こ′,ヽ、キ■印らニノー'た
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日本アマチュア焦
‐●直盟

２
ヌ
豊
干
る

一

日

″国　″　つ

］フ
一

ク

1+j日 は 11っ て坂■'で ″ ■れ 、 ´ リン 名つ 局員 、.STLが ゛ 出席 2
時項迄 ラグチユー  こ こで塁贅 のた め、附近 0食 堂 ^QSY、 食

事 を しな が ら話送
'3時
“

散会
'じ
ま した 。今 回 は下 記 のォ 所 で

行 い ま す o多 漱 賀 出 青 下 さ い 。
日時  7● 3日  ● ● 日
場 所  高

`市
公 民 記  `三

後 一 時 よ )

公 園 ,東 )

■
I

● ク ラ ブ 局 ['請 間 近 ●

こ の 理 筈 松 商 ド ア マ チ ユ ア ■ 線 ク ラ フ で は 、 理 学 事 を 主 体 と し た

タ ラ ア 局 を 中 調 し ま す 。 ク ラ ブ 員 は 正1準
=せ
て 約 20名 位 リグ は

終 段

`L`S、
高 波 久 ユ よ 、 7｀ v■■ F● で 運 ′::す る 旱 定 免 許 が 降 り

る の は 、 ′ 月 理 と思 わ れ ま す 。 JAす 初 の ク ラ ア 局 に ■ る の で は

な い か と思 わ れ こ れ か ら の 活 躍 を 期 待 した い と 思 い tす 。
● 公 開 実

“

開 く 0

`月 “
,日 高松一 高 (学 生末 )で ,TOが 、移動大 雰 の見セ考 の

もと、多ルの 局 と交信 、活 躍 した o当 日の シヤ ツ クは TX′ 07
s、 Rx9R4、 ANTよ 0エ コン グワイヤ を使 用、 FBた 2日
間 で した 。

こ こ に 御 3介 す る OTモ ニ タ ~は ■ 9k'Cの 考 案 に な る tめ て 合
,的 に 設 計

`れ
た トラ ン デ ス タ

~に よ る 。 新 しい 型 式 の モ こ ター
で あ り 、 ご Aに 於 て も 、 OT局 の 増 加 に と も た い ツ ケ キ レ イ

'キ
ー ン グ を 、 目 指 して い る |:`iつ 方 々 ィ(は 見 の が す こ と の 出 来 な い

もの で あ り ま す o三 在 tで い ろ ぃ る と考 え られ て い ■ した が 、 ト
ラ ン デ ス タ

~を う ま く使 つ た もの で これ は お そ ら く最 初 の もの で
あ り小 型 に 3む こ と が 出 来 る 他 電 源 を TXの キー ン グ チ ュ ー プの
ヵ ソー ドt流 に よ つ て 得 て い る ● ど 行 層 い た 。 設 計 が な され て い
て 感 心 され ま す が tん と 言 つ て 1大 きた キ ち よ う は 、 全 て が 自 動
的 に 夢 た す る こ と で し よ う 。 こ つ モ ニ ター 0切 換 等 一 切 不 要 で す
配 線 図 は 尉 (つ 西 )で す 、 こ の モ ニ ター ltカ ソ ~ド キー ン グ の T
x`(な 全 て 使 j「 出 来 意 す 。 こう モ ニ ター の 電 源 は 図 ● RO両 嬌 に
生 す る 電 圧 に よ り得 て o,す か ら 別 に 電 池 等 は 不 要 で す 。 卜~ン

の sじ用 の トラ ン ス T,と T=は 、 低 目 泄 用 入 カ トラ ン ス 1‐
‐用 す れ ば

ょ い 、 ■ は 普 通 の ア ウ ト ブ ツ ト ゃラ ン ス で もよ い 考 業 者 W9■ ,
0氏 は ジ ヤ ン ク ● ツ ク ス か ら見 つ け 出 し た もの を 使 用 した と あ う
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程 こと ノヽム の :量台 ま り

(ク ラブ報より)

JA5AG 太田 等
私がラジオらしきものに興味を持ち始めたのは昭和 3年頃でした。教室の隣の物理・化

学の標本室に何だかえたいの知れない物があったのがそのキッカケ。えたいの知れない物

それが 1球ラジオでした。 ・・ 。 (略)約半年がかりでやっと 1球セットらしきものが出
来上ったが,最後に肝心な電池がない。どうしようと思っていると運よく6V蓄電池が 1

個手に入った。その頃のラジオはフィラメント用に 6V蓄電池,Bの高圧に単一乾電池を
並べて22.5Vか45Vに したもので,私の第 1号機にも22.5Vが入用。でも買えないので単
-3本をシリースにつなぎ,今だと馬鹿な様だけれど,その時の私なりに考えて,形が乾
電池の方が小さく,蓄電池の方が大きいからと,た だ電池の大小でAに乾電池,Bに形の

大きい蓄電池を接続。ところがそれでも聞こえたのだから不思議。その時の感激は !・ ・

とにかくこれが私の病気の始まりで,以来OO年間病コウモウと言った所です。

JA5AB 田中 実
昭和 27年当時,や っとアマチュア局の免許 1号がおりたと言うニュースで,早速申請
に及んだが,当時はアマ局とて,一般無線局と申請は全 く同 じで)現在のような簡単なも

のではなく,機器はブロックダイヤグラムはもちろん,配線図に部品定数まで必要であっ

た。面白いのは無線設備の工事費及び無線局の運用費の支弁方法と言うのがある。

設備 30K円   内訳 lま 送信設備 15K円   受信設備 10K円  他 5K円
運用費  内訳 人件費 ナシ  維持費 2K円   検査料 0.5K円 他 lK円
のようになっており,そ の支弁方法は 自己資金。

JA50A 奥野 学
昨日まで鳴っていたラジオが急に故障し, ラジオ屋へ修理に行 く。数日しておふくろが

持って帰った。どこが悪かったの ?と問くと,なんでも紙で出来ていたものが悪かったの

で取り替えた, との話。「へぇ―ラジオの中には紙で出来たものがあったの一」。これが

ラジオというものに一瞬興味を持った昭和 26年頃の話。 (略 )
書店でCQと いう題のケッタイな本を見つけ,ハムを知り,ま た,広告で東邦商会だった

と思いますが, トリオの6R4のキットを月賦で買い, 1日で組立て, JARLに加入し
SWLを はじめました。そして, JA5AG局 を知り,それこそ毎日のようにAG宅に押
し掛け,色々教えてもらったり,部品をもらったりして, 35年に開局できました。

-23-
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JA51QD 越智 繁彬

私は昭和 11年 6月東京生まれ。父母は教師をしておりました。父親もきっと後継ぎと

して教師になる事を期待していたのでしょうが,西日本放送の報道製作部というあらぬ方

向に走ってしまいました。ハムというものの存在を知ったのは,中学生の頃で,丁度民間

放送があちこちで生声をあげていた電波時代の幕開きのガキの時分でした。それ迄の我家

の並四のRadioが混信のため役に立たなくなるという事で,学校のクラブでスーパー受信

機を作ったのが始まりです。その内に短波帯への興味を持ち始め, 7MCでA3の QSO

を聞いていました。 (略 )

そして,開局したのが1972年 2月 1日 で, 6mバ ンドで運用を開始しました。

JA5KWF 清川1 隆美
昭和 47年12月 15日 に開局。開局当時は夜おそく迄面白くもない,何を喋っているのか

年がいもなく小さい車にあんな長いアンテナを取りつけて見苦しいと,よからぬ顔をして

いたX達であるが,HAMを 始めてからは,以前のようにアルコール変調で帰宅すること

が少なくなり, CMが終わると急いでホームに直行するので,す こぶる健康的と悟ったら

しい。最近は交信のサイドでニヤニヤしていることさえある。

年令 。身分の違いを越えて親しく話が出来ることにHAMの 楽しみがあるが,それも一

定の条件にある時であって, HAM仲間以前に良き社会人としてのマナーを心得,ユーモ

アとウィットに富んだ方,そんな局との交信は何時までも忘れられない心温まるものです

JA5CBF 天野 巳代子                        |
昭和 41年 8月 15日私とハムを結びつけた記念すべき日である。思えばあれは結婚 2年 1

日の時であったし主人のマイペースに引き込む調子よろしくハムの免許を取らないかと誘

われ,当時純情そのものの私,それではと早速その気になったものの,いざ本を開いてみ

るとなんの事を書いてあるのやらさっばりわからない。肝心の頭が拒否反応を起こしてさ

っぱり協力してくれない。ああ, これではだめ !と あっさりあきらめた。

それから1年もたつと,ど うしたわけか, もうぜんとやる気が出てきた。よしこのチヤ

ンスにという訳でちょうど時もよし, こたつの上にCQ誌を山と積み,暇さえあれば問題

集とにらめっこ。かくて 4月 の国試を迎え,親子 3人で松山の試験場にのぞんだ。それか

ら後はまさに一日千秋の思い,免許証入手までの長かったこと。
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A3の 進彗■:妻に多逹礎駐 !
(1964.12会報NO.101よ り)

現在高松地方でSSBを運用しているのは流れ者の5FT, 2BCT/5が その主たる
者の様です。3.5 MCで はJA5の SSBも若干聞けますが 7 MCでは全く間けません。
TVI,電 気代,DXが 出来ないでTX88あ たりで混信にも悩まされ,ハムを始めて
もすぐ落胆して止めてしまうのがA3の人達の現状の様です。そこでTX88Aな どは直
ちにバラしてジェネレータは別シャーシーで組上げるという行き方で最近の恵まれたキッ

トなど利用すれば,殆どポケットマネーの範囲内で結構楽しめるSSBTXが 出来ます。
三豊方面ではこの3～4ケ月間の内にこの方法で急激に 4局ばかりSSB局 が誕生し,
毎晩TVIの ないゆうゆうたるラグチューの花咲かりです。SSBの 10Wは A3の80Wに
も匹敵し, 807S程度のリニアーアンプで実に快適なQSOが 出来ることは皆様も十分
ご承知でしょう。受信機もQ5erで もつけ, これにプログクト検波器をつければ9R59
もSSB用 として十分に使えます。大きな変調 トランスを必要とし検波してしまえば全く
不必要な搬送波は混信によってピーピーといやな音に変わり肝心の音声はそのピーの 4分
の 1しかないため音声を聞くためには神経がとがるばかりでシリ切れQSOに なって後味
が悪く,そんなことにならない様にとQSOの 時間を出来るだけ短くするためRS交換と
QSL交換, リグの紹介程度で終り。これではハムの楽しさなど1ケ月もすればなくなっ
てしまうのは当然です。時代は進歩しており割合腰の重いメーカーでもハム用SSBTX
RXを発表している位ですからAl A3だ けで事足れりとするのはHF帯を開発したハム
の先駆者にも申し訳けがないとも言えますが如何でしょうか。

よくOn the Airで 「私もSSBを やりたいと思っていますが一寸ひまと金がなくて」
などと言っている局に限って何時までたってもSSB化 したためしがなく,本当にやる気
のある人はしばらくQRTし ていて半年もするうちに急にSSBで飛び出してきます。
とにかくSSBの良さは話で聞いて知っていても実際にそのラグチューなり,DXQS
Oを聞いてみないことには本当の良さは分かりません。もし本当にやる気のある方は受信
機を改造して聞いてみて下さい。      (中 略)

もう入る余地の極限を超えている 7 MCに あってはSSBか電信以外はもう処置がないと
ころまで来ています。私など時たまローカルラグチューでもやろうと思ってもSSB局 が
殆ど居ないのは全く淋しい限りです。

A3に もA3のいいところがあり捨て難い魅力も持っていましたが,私は思い切ってS
SBに転向して以来数年,本当に切り換えてよかったと心から思っております。高松地方
の皆様,ぜひ 1日 も早 くサイドバングーとして名乗りを上げて下さい。とにかくJAの中
でJA5が最もSSBが少ないのです。そこでJA5の大部分のSSBは香川クラブだと
全国に名を馳せるべく努めようではありませんか。

De JA5FT
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四一弔

JARL香 川 ク ラ ブ 定 款

第 一 章  総    則
(名 称)

第 一 条 本会は、 JARL香 川クラブと称する。
(事務所)

第 二 条 本会は、事務所を庶務担当理事宅におく。

第 二 章  目的及び事業

(目 的)
第 二 条 アマチュア無線愛好者の親睦と技術の向上、一般への認識を深めること

を主たる目的とする。

(事 業)

本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

ミーティング {a 会報の発行 {3)非常災害時の協力並びに訓練

講習会 同 一般へのPR{6}アマチュア無線局の開設及び運用
その他

2:( 貝」

(会員の資格)

第 五 条 本会の会員は、アマチュア無線従事者の資格を有し、クラプの無線設備

の操作を行うことができる者 (以下正会員という)及び正会員以外のアマテ

ュア無線に興味の有る者 (以下準会員という)、 ならびに正会員と同一住所

に居住するアマチュア無線技士の資格を有する者 (以下家族会員という)と

する。

2.本会に、特別会員及び名誉会員をおくことができる。

(大 会)
第 六 条 入会希望者は、所定のカードに必要事項を記入し、入会金を添えて申し

込むこと。

(入会金)

第 七 条 大会金は会責と同額とする。

(会 費)
第 八 条 会費は、年額正会員2,0∞ 円、準会員 3"円とし、特別会員及び家族会

員は無料とする。

但し、新入会者は大会年度の会費は免除する。

(会員の資格の喪失)

第 九 条 会員は、次の事由によって資格を失う。

{1)脱 退  12死 亡 {勢 除 名

第 二 章
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2.家 族会員は、正会員の失格によりその資格を失う。
3.会 員が脱退しようとするときは、届出なければならない。
(除 名)
第 十・ 条 次の各号の一に該当するものは、役員会の決議を経て除名することがで

きる。

(1)会童の夫納が 6ケ月以上にわたる場合 (厳守 )
(2)会の秩序を乱す者

{3)電波法令に違反した者

第 四 章  役員及び顧問
(役員の数及び選任 )

第 十 一 条 本会に次の役員を置く。
会 長  1名  副会長  1名  理 事 若千

2. 役員は、総会において会員中から:i選任する。
3.本 会に、名誉会員をおくことができる。
(会 長 )
第 十 二 条 会長は、本会を代表する。
2_ 会長は、本会の業務について掌理統括する。
3.会 長は、総会及び役員会を招集してその議長をつとめる。
(副会長 )

第 十 三 条 副会長は、会長を補佐し、本会の業務を執行する。
2.副 会長は、会長に事故ある時はその職務を代理し、会長欠員の時は、そ
の職務を行う。

(理 事 )
第 十 四 条 理事は、次の業務を分担する。
(1)庶 務 (2)会 計 (3)編 集  四 企 画 (弱 渉 外
(6)技 術  け)賞 典
2.各 業務の兼務は妨げない。
(役員の任期)

第 十 五 条 役員の任期は、一年とする。

(監 査)
第 十六 条 監査業務は会員全員にて行い、会計監査は総会出席者全員により行う。
.そ のため役員はおかない。
(顧 問)
条 本会に、顧間をおくことができる。
. 顧間は、会長が役員会の審理を経て委嘱する。
_ 顧問は、本会の運営に関して、会長の諮問に応じ役員会に出席して意見
を述べることができる。

卜
一　
２
　
３

一弔
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第 五 章  会    議
(総 会)
第 十 八 条 総会を分けて、通常総会及び臨時総会とする。

2. 通常総会は、毎年二月に開催する。
3. 臨時総会は、次の各号の一に該当する時に開催する。

(1)役員会が必要と認めたとき。

{2 全会員の三分の一以上から、会議の目的とする事項及び理由を記載した _

書面をもって要求があった時。

(総会の招集)

第 十 九 条 会長は、総会を招集する時は、会議の日から10日前に日時 ◆場所及び会
議の目的を示した書面をもって会員に通知しなければならない。

(総会の附議事項)

第 二 十 条 総会に附議する事項は、本定款において別に定めるものの外、次の通り

とする。

{1)事業計画及び収支決算  {2 業務報告  {3)定款の変更
に)重要なる財産の取得及び処分  D 会費に関する事項
(6)解 散  (7)その他の重要な事項

(決議方法)

第二十一条 総会は、会員の三分の一以上の出席 (委任状を含む)がなければ議事を

開くことができない。

2. 総会の決議は、出席会員の過半数をもって行い、可否同数の時は議長が

決定する。

3. 定款の変更及び解散の決議は、前項の規定にかかわらず、出席会員の四

分の三以上をもって議決しなければならない。

4。  議決権の行使を委任した会員は、本条の適用については出席したものと
みなす。

(議決権)

第二十二条 本会の議決権は、正会員・準会員及び特別会員ともに有する。但し家族
会員は議決権を有しない。

(議事録)

第二十三条 会議の議事録は、議長及び総会の指名した署名人が署名捺印しなければ
ならない。

(役員会)

第二十四条 役員会は、役員により構成され、緊急事項及び総会 ◆ミーティングの委
託された議題を討議決定する。

2. 役員会は、役員の二分の一以上の出席がなければ議事を開くことができ

ない。
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役員会の決議は、出席役員の過半数をもって議決する。可否同数の時は

議長が決定する。

第 六 章  資産及び会計
(資 産 )
第二十五条 本会の資産は、設立当初の寄附財産 。会費・寄附金及びその他の収入か

らなる。

2.本 会の資産の管理及び運用は、役員会の決議を経て会計責任者が行う。
(予 算 )
第二十六条 毎事業年度の予算は、当該年度開始前役員会において作成し、通常総会

の承認を受けなければならない。

(経 費)
第二十七条 本会の経費は、会費・ 寄附金及びその他の収入によりまかなう。
(旅 費)
第ニ ト八条 旅費は、会長が認めた出張に対して交通費の半額を支給する。旅費は、

経費よりまかなう。但し人員は役員数内とする。

(会計年度 )

第二十九条 本会の会計年度は、4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日に終わる。

第 七 章  補則及び付則
(届 出)
第 二 十 条 会長は、構成員 (正会員)に変更があったときは、すみやかに四国電気

通信監理局長に届出ることとする。

2. この定款または理事について変更しようとするときは、あらかじめ四国
電気通信監理局長に届出ることとする。

(補 則)
第三十一条 本定款に必要な規則は、役員会が定める。
(付 則 )
第二十二条 本定款は、昭和42年 3月 5日 より実施する。
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ア フ ー ド 規 約

発行者 : JARL香 川クラブ

*SETO賞 (SETONAIKAI賞 )

条 件 : 香川,愛媛,山口,広島,岡山,兵庫の 6県のQSLカ ードの

ラストレターで「SETONAIKAI」 と綴る。

10枚のQSLに は6県全部を含むこと。

申請書類 : アマチュア局 2名の証明を受けた申請書+申請料 400円

申請先 : 0761-24 香川県綾歌郡綾歌町岡田下571-1

稲毛 章  JA5MG  b 0877-86-3266

*WAO/′ MM賞 (WOrked A l1 0cean賞 )

条 件 : 海上移動局 (・ ・・/MM局 )の QSLカ ードを 6枚得る。

申請書類 : アマチュア局 2名の証明を受けた申請書十申請料 400円

申請先 : 0761-24 香川県綾歌郡綾歌町岡田下571-1

稲毛 章  JA5MG  奮 0877-86-3266

備 考 :(両賞共 )

1)シ ングルバンド,モ ードは特記する。

2)SETO賞 申請書には集名も記入のこと。

3)海上移動局とは主に船舶乗組員が運用する局をいう。

4)WAO/MM賞 の申請書にはMM局のQTHを 記入のこと。

5)SWLに も発行する。

6)交信年月日には制限なし。

** アヮードは申請受付日より原則として 5日以内に発行する。

**ァ フ ー ド は あ な た
へ の 勲 章 で す **
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ア ワ ー ド 発 行 状 況

(1)エ リア別

(2)年度別

89   70

30   26

119   96

68

16

84

63

18

81

54

14

68

33

11

44

28

16

44

66

11
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47
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０
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SETO賞 WAO/MM賞

JAl
JA2
JA3
JA4
JA5
JA6
JA7
JA8
JA9
JA3
D X

発行数

160
123
299
172
150
135
80
111
39
31
7

エリアNo.1

JAlPOE
JA2CZB
JA3ELU
JA4DJM
JA5BNZ
JA6BHY
JA7T I
JA8EJB
JA9BXW
JA3-2226
SM5BNX

発行数

132
65
98
52
38
61

62
75
13
16
18

エリアNo.1

JA10UB
JA2-1762
JA3CED
JA4X W
JA5M G
JA6CEQ
JA7T I
JA8Q X
JA9CAF
JA3BFO
HMlA P

合計 1307 630

42   43   44   45   46   47   48   49   50   51   52

SETO賞
WAO 賞
(計 )
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28
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58   67

47   57

105  124

74  178  120

48   70   64

122  248  184

82

54

136

53   54   55   56   57   58   59   60   61   62   63

SETO賞
WAO 賞
(計 )
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JARL功 労表彰被受賞者 (ク ラブ員関係)

*ア マチュア無線再開

10周年記念  (37・ 7・ 29)

JA5AG 大田  等

20周年記念  (47・ 7・ 29)

JA5AF 大塚 政量
JA5MG 稲毛  章

25周年記念  (52・ 9・ 23)

JA50A 奥野  学

30周年記念  (57・ 10・ 8)

JA5AA 久米 正雄
JA5AF 大塚 政量
JA5AG 大田  等
JA50A 奥野  学

*JARL創 立
50周年記念  (51・ 9・ 23)

JA5AA 久米 正雄
JA5AG 大田  等
JA5MG 稲毛  章

60周年記念  (61・ 11・ 8)

JA5AF 大塚 政量
JA5AG 太田  等
JA50A 奥野  学
JA5XG 樫原 貞男
JA51QD越 智 繁彬
JA51QP合 田日正春
JARL香 川クラブ

*四国地方本部 30周年記念

JA5AA久 米

JA5AF 大塚
JA5AG 太田
JA50A 奥野
JA5UY 長尾
JA5XG 樫原

*JARL30年 会員
42年 JA5AG 大田
45年 JA5AF 大塚
60年  JA5AP 川西
*JARL50年 会員
63年 JA5AG 大田

*電波の日記念

40年  JA5AA
43年  JA5AG
48年  JA5AF
49年  JA5MG

(58。 10・ 2)

正雄

政量

等

学

浩孝

貞男

等

政量

太郎

等

久米 正雄
大田  等
大塚 政量
稲毛  章

*JARL役 員 20年 (58・ 5・ 22)
JA5AF 大塚 政量

*JARL著 作貢献  (45・ 5。 24)
JA5AF 大塚 政量

製レι 66.。
舞卓駆ロ
‐.op.つ 0・ 。

(´｀

○
~0.(,
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JARL会 員 数
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JARL香 川 ク ラ ブ 会 員 名 簿

CALL 氏  名 郵 便 住 所 自 宅 電 話 番 号

会 長 JA5AHM 天野 英弘 760 高松市中新町2番地 15 0878-35-2323

副会長 JA51QP 合田田正春 761-17 香川郡香川町大野 991-2 0878-86-5475

庶 務 JH5LYW 一好 伸幸 761-04 高松市三谷町 3217-13 0878-89-3623

― ″ 一 JH5WMN 山口 博司 761-01 本田郡牟礼町大町 1703… 66 0878-45-6212

会 計 JA5MIK 新名  等 762 綾歌郡飯山町下法軍寺 886 0877-45-1028

編 集 JA51QP 合田田正春 761-17 割 |1郡香川町大野 991-2 0878--86-5475

一 ノ′― JA5MIK 新名  等 762 綾歌郡飯山町下法軍寺 886 0877-45-1028

*,)-I .la5oIB 合田ロキヨ子 761-17 割 |1郡香川町大野 991-2 0878-86-5475
企 画 JA5 UY 長尾 浩孝 7161-21 綾歌郡綾南町畑田 1295-3 0878-77-0721

一 〃 ― JA5BXS 国方 正博 760 高松市扇町 1丁目 30-6 0878-21-7715

― 〃 ― JA5EMM 苧側 正明 761-24 綾歌郡綾歌町栗熊西 1503 0877--86-4286

― 〃 ― JA5KZK 喜多  信 760 高松市本町7番7号 0878-22-1388

一 〃 ― JA5TOP 平賀 正明 761 高松市寺井町 199-2 0878--86-0104

― ノ′― JH5EZB 一本 博之 761 高松市香西南町 623-2 0878-81--5252

一 〃 ― JH5GTO 渡辺 庄平 761 高松市一宮町 774 0878-86-1198

l*. m*.raE AG 大田  等 761-03 高松市東山崎町 710-4 0878-47-8347

賞 典 JA5 MG 稲毛  章 761-24 綾歌郡綾歌町岡田下 571-1 0877-86-3266

言醜ミ灘 JA51QP 合田日正春 761-17 割 II郡香川EIr畑 991-2 0878-86-5475

顧 問 JA5 0A 奥野  学 760 高松市松縄町 235 0878-65-2083

― ′ノー JA51QD 越智 繁彬 761-21 綾歌郡綾南町畑田 964-8 0878-77-0819

★ AA 久米 正雄 772 徳島市漁浜町 544 0886-54-7093

AB 田中  実 760 高松市塩上町 1番 7-9 0878-31-5833

★ AF 大塚 政量 769-15 一菫郡菫中町上高野下原 0875-62-2531

AP 川西 太郎 760 高松市多賀町3番 19-17 0878-31-4658

DB 土居 憲吉 760 高松市松縄町 916 0878-67-0220
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CALL 氏  名 郵 便 住 所 自 宅 電 話 番 号

JA5 VO 田中 崇弘 761 高松市多肥上町 1855-5 0878--22-1163

VP 宮川 晴夫 769-01 綾歌郡国分寺町新居3216聟 1 0878-74-0016

XG 樫原 貞夫 769-21 大川郡志度町志度 138-8 0878-94-5296

JA5BCS 田村 ヒロ子 761 高松市大田上町 598-7 0878-65-3865

BQL 板坂 国大 769-29 大川郡引田町引田 785-11 0879-33-6812

CAU 平井 769-01 綾歌郡国分寺町福家甲 138 0878-74-1814

CBF 天野 己代子 760 高松市中新町2番地 15 0878-35-2323

CSR 湯谷 憲智 761 高松市生島町 380 0878-81--3741

CSS 稲毛 キミ子 761-24 綾歌郡綾歌畑]岡田下 571-1 0877-86-3266

DPC 樫原 貞子 769-21 大川郡志度町志度 138-8 0878-94-5296

DZM 長尾 和子 761-21 綾歌郡綾南町畑田 1295-3 0878-‐ 77-0721

ETK 佐藤 康弘 760 高松市天神前4番 35号 0878-62-6078

GVZ 山田 行夫 761-03 高松市林町 1833 0878-65-6926

IAF 小田 征一 765 善通寺市弘圏町 1349 0877-62-6481

IMF 佐藤 充子 760 高松市天神前4番 35号 0878-62-6077

IQH 清原 成允 763 丸亀市土器町 4163-1 0877-

IRP 人見 和郎 761-17 割 |1郡香川町浅野 3044-34 0878-89-4267
|

JJRI佐藤 信弘 760 高松市天神前4番 35号 0878-62-6077

KEMI越 智  幸子

KWFI清川 隆美

761-21 綾歌郡綾南町畑田 964-8 0878-77-0819

761-01 0878-43-0334

MMXI田村 耕治 760 高松市木太町2区 1725-4 0878-61-4441

HNYI竹仲 善孝

卜lSC I池内 寿一

:、 二Z上 川 表生

11鐸  修

761 高松市寺井町 6-6 0878-89-2320

761-17 香川郡香川町大野 1770 0878-86-0688

760 高松市桜町 1丁目 7-5-407 0878-35-2034

760 高松市内町 8-1 0878-51-8088
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CALL 氏  名 郵 便 住 所 自 宅 電 話 番 号

JA501A 人見 紘美 761-17 香川郡香川町浅野 3044-34

OMQ 森塚  薫 760 高松市福岡町 904

OZQ 樫原 一宏 769-21 大川郡志度町志度 138-8 0878-94-5296

PIO 小林 武雄 761-01 本田郡牟礼町牟礼 2310-97 0878-45-7646

PNI 星野尾 力 761-04 高松市十川東町 1910 0878-48-3112

PVF 奴賀 敬三 761-01 高松市屋島西町 2506-1 0878-43-1006

PZL 高畑 康男 761 高松市三条町 583-2 0878-34-4987

QPL イリ|1 敏夫 760 高松市御坊町 416 0878-21-5336

RGU 越智 ゆう子 761-21 綾歌郡綾南町畑田 964-8 0878-77-0819

RGV 小林 昌代 761-01 本田郡牟礼町牟礼 2310-97 0878-45-7646

SSB 田村 正道 7()1 高松市大田上町 598-7 0878-65-3865

TFJ 横田 寿夫 761 高松市伏石町 1232-17 0878-67-4643

VOJ 森岡 広 761 高松市一宮町 39-6 0878-89-3606

WSZ 村岡 正章 760 高松市丸の内 12-20 0878-21-8488

XIB 竹中 文子 761 高松市寺井町 6-6

JH5ANO 新名 タカ子 762 綾歌郡飯山町下法軍寺 886

BKC 細谷 正文 761-14 香川郡香南町大字由佐 911 0878-79-3034

DCW 横田 ツヤ子 761 高松市伏石町 1232-17 0878-67-4643

ESC 松井 繁成 769-01 綾歌郡国分寺町新居1106-4 0878-74-2639

EZC 田井 利幸 761 高松市大田上町 543-3 0878-67-6771

HGI 高橋 利彰 761-17 香川郡香川町大宇浅野 529

IBT 渡辺 芳栄 761 高松市一宮町 774 0878-86-1■ 98

LTR 苧側 純子 761-24 綾歌郡綾歌町栗熊西 1503 0877-86-4286

MGE

PRJ

林田 恒定 761 高松市田村町 1007 0878-67-6747

一好 美智江 761-04 高松市三谷町 3217-13 0878-89-3623

＊

　

　

＊

＊

　

　

＊

*

＊

　

　

　

＊

*
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CALL 氏  名 郵 i更 住 所 自 宅 電 話 番 号

JH5QOG 坂口  稔 761 高松市中山町 457-2 0878-81-2553

RYG 佐藤  弘 760 高松市天神前4番 35号 0878-62-6077

llE Y 平賀 涼子 7(,1 高松市寺井町 199-2 0878-86-0104

WLP 関  正美 7()1 高松市円座町 1449-3 0878-86--7557

JR5AEB 喜多 三代子 760 高松市本町7番7号 0878-22-1388

GCM 佐藤 艶子 760 高松市天神前4番35号 0878-62-6077

GCN 佐藤 友紀 760 高松市天神前4番 35号 0878-62-6077

GCR 長尾 祥弘 761-21 綾歌郡綾南町畑田 1295-3 0878-77-0721

GHC 上川 宏 760 高松市桜町 1丁目 7-5-407 0878-35-2034

IFQ 山口 幸子 761-01 本田郡牟礼町大町 1703-66 0878-45-6212

LHM 上川 ケイ子 760 高松市桜町 1丁目 7-5-407 0878-35-2034

MPO 今村 忠明 760 高松市扇町 1丁目 25-7 0878-22-7750

NFO 稲毛 明美 761-24 綾歌郡綾歌町岡田下 571-1 0877-86-3266

QEZ 坂本 健一 761 高松市大田上町 238-2 0878-89-2736

QWJ 稲毛 恵子 761-24 綾歌郡綾歌町岡田下 571-1 0877-86-3266

llTK 稲毛 由美子 761-24 綾歌郡綾歌町岡田下 571-1 0877-86-3266

VSG 菊日 真寿美 769-21 大川郡志度町大字鴨庄3602

υ =_「  _ ,、  :ヽ ヱ
Ｊ
ｉ
ｘ
三
勝博 761-04 高松市三谷町 3127-13

＊

＊

＊

＊

正会曇= F5名 ) ☆=名誉会員 (3名 ) *=家 族会員 (32名 ) 合計 (90名 )

8J5XPO
SAKAIDE JAPAN

JAll ll=翡 i::i彗 :難

ノ書`日J4ゝ

瀬戸大橋総会
KAGAWA
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29年 4月

37年 8月

10年 1月

31年 4月

非
常
時
に
は
お
役
に

祀
勢
独
交
信
公
開

テ
ス
ト

，
電
政
の
日
″
を
記
念
し
て
日
本
ア
一
Ｈ
Ｆ

（
一
四
四
メ
ガ
サ
イ
ク
ル
）
の
二

マ
チ
ュ
ア
無
線
連
一蜆
香
川
ク
ラ
ブ

（太

一
台
を
設
備
、
各
地
の
ハ
ム
一ヽ
父
信
す
る

田
等
会
長
、会
鳳
撃
十
二
人
）で
は
二
日

一
一
方
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
の
伝
ば
ん
テ
ス
ト
を
し

午
前
■
時
か
ら
高
松
市
内
町
、
三
む
屋

一
た
。

上
な
ど
で
ハ
ム
の
公
開
実
験
を
し
た
。　
一　
こ
の
テ
ス
ト
は
非
常
無
線
の
テ
ス
ト

会
場
の
軍
上
に
は
短
波
無
凛
終
ｔ
Ｖ

一
で
市
内
に
無
線
饉
を
積
ん
だ
自
動
車
を

高

松

市

三

越

屋

上

の

ハ

ム

公

開

実

験

社
所
関
行
新
発
陽出

た
ら
せ
た
り
、
〕一
高
国
通
フ
〓
リ
ー
の

フ
ェ
リ
ー
ポ
ー
ト
の
絡
上
に
も
無
線
機

一″』

ち̈
込
み
、
女
信
し
た
。
そ
の
熱
果

は
非
常
に
よ
く
、
太
出
さ
ん
も

「
こ
れ

で
非
常
の
場
合
に
は
い
つ
で
も
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
よ
る
こ
ん
で

い
た
。

な
お
こ
の
テ
ス
ト
に
は
会
〔
約
二
十

人
が
参
加
、
午
後
一

験
を
続
け
、
お
り
か
ら
８
棘
日
の
デ
パ

ー
ト
に
く
り
込
ん
だ
人
々
の
注
日
を
集

め
て
い
た
。
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41年 8月 44年 1月

57年 11月

59年 7月

■lt■1

■■‐■・

50年 5月

58年 5月

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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40周 年 言己念 ここ
"ら
ブ2つ て

わが JARL香 川クラブが、ここに創立40周年を迎えましたことを、

会員皆様とともに心からお喜び申し上げます。

その間にはいろいろな事があったことと存じますが、この記念誌を手

にする大半の方は途中からの入会であり、以前の歴史に暗いものである

ところから、本誌の編集によってその道を知り、さらにこれを後世に残

すことは誠に意義深いものがあります。

クラブではこの∠10周年を記念して、本誌発行のほか記念式典・記念

QSLカ ードの作成、その他いろいろな行事を行いました。

かつては年寄リクラブとの異名をいただきましたが、今や徐々に若返

りつつあり、今後とも会員皆様方の御協力によりまして益々の発展を願

うものであります。

終わりに臨みまして、本誌の作成に当たり各種資料の御提供ならび
に

御協賛をいただきました関係各位に厚く御礼申し上げます。

1988年 12月  1日

JARL香 川クラブ40周年記念実行委員長

JA5TFJ I横 田 喜夫|

JARL香 川クラブ 40周 年記念誌
1988年 12月  1日 発行

発行者  社団法人 日本アマチュア無線連盟香川クラブ

会長 JA5AHM 天野 英弘

編集者  JARL香 川クラブ40周年記念誌編集委員会

事務所  〒760  高松市中新町2-15

-40-
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高4ろ市場1施′す2月千れ含

JA5YDE
嗜み ル 核

JARL香川クラブ

屋  島

栗林公園

市勢概要 55.7.1現 在

位  置
東糸:蚤 134° 02′

ゴヒ率革1  34° 20′

面  積 194.91 km2

11士帯番1女     99,014

人  口 男 153,013人
女 162,949人

KAGバIWIA JAPAN

A5YDE

柳原 良平

;索質戸六橋博1田|
(承)B-6025

setO_Ohashi Fair'88

玉藻城
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祝 日本アマチュア無朧盟割||クラブ創立40周年

株式会社 ケンウッド  通信機・高松  Phone 35-2411

信用と信頼、そして安心
アマチ ュア無線・ パ ーソナル無線

営 業 無 線・ パ ー ツ 0マ イ コ ン
家電・ オーデ ィオ 何 で もそろ う

‐ ■■

(1恭) 化セ〕
高 松 市 天 神 前 4-35(菊 池寛通り中央公園南)
TEL高松(0878)⑫ 6077番 .FAX(0878)① 4995番

○

iCOM
頂点を極めたインテリジェンス・マシーン)

高品質がテーマです。

HFォールバンド

l〔

=-780γ003000,|● |■●1●●
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●
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|て ,¨W● ●,

ア イ コ ム 株 :式会 社  四 国 営 業 所 760高松市塩上町2丁 目1-5 TEL(0878)35-3723
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